
 

和歌山県森林クラウドシステムの運用を開始
本県では、これまで県、市町村、林業事業体が個別に管理していた森林・林業に関連する情報

を一元化し、相互に利活用できる「和歌山県森林クラウドシステム」の運用を令和５年８月から
開始し、林業分野のデジタル化を推進します。
森林クラウドシステムの具体的な内容としては、原木需給情報の共有化や伐採届等行政手続き

の電子申請化など、森林・林業に係る業務の省力化、効率化が可能となります。

利用の効果
導入前

アナログによる非効率な作業

広大な森林の状況を把握するため
の調査に膨大な時間と人手が必要

導入後

デジタルによる効率な作業

自宅や会社のパソコンから、森林情報の利用、
伐採届や森林経営計画などの電子申請も可能に！

森林クラウド

さまざまな機能

森林クラウド利用画面 原木需給情報共有機能

高精度森林情報利用 航空レーザ解析による高精度な森林資源や詳細な地形情報の閲覧・利用

電子申請 伐採届、森林経営計画などの行政手続きの電子申請

需給情報の共有 原木の需給情報のリアルタイム共有、高精度な立木情報の検索
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